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平成 17年 10月 10日 
第 52号 

平
成
１６
年
度 

年

次

総

会

報

告 

 

平
成
１７
年
６
月
１２
日
（
日
）
長
居
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
総
会
基
調
講
演
は
、
井
上
幹
一
氏
に

よ
り
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
開

催
報
告
と
知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

事
業
報
告 

事
務
局 

（１）
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て 

平
成
１６
年
４
月
〜
平
成
１７
年
３
月 

第
１
月
曜
日 

場
所
・
長
居
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

（２）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
に
つ
い
て 

✿
第
４
回
大
阪
府
・
大
阪
市
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会 

✿
２００４
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競

技
大
会 

✿
第
４
回
ク
ィ
ー
ン
カ
ッ
プ
全
国
大
会
フ
ロ

✿
第
１５
回
日
本
障
害
者
陸
上
競
技
大
会
車
椅

子
マ
ラ
ソ
ン
の
部 

（３）
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
選
手
へ
の

サ
ポ
ー
ト
協
力 

研
修
部 

第
１
回
研
修
会 

視
覚
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導 

第
２
回
研
修
会 

ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
て 

第
３
回
研
修
会 

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
研
修
会 

広
報
部 

協
議
会
だ
よ
り
の
発
行 

第
４８
号 

平
成
１６
年
５
月
発
行 

第
４９
号 

平
成
１６
年
８
月
発
行 

第
５０
号 

平
成
１７
年
１
月
発
行 

第
５１
号 

平
成
１７
年
５
月
発
行 

平
成
１７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て 

１
、
事
務
局 

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
・
各
種
発
送
業
務
等

に
つ
い
て
迅
速
に
対
応
・
対
処
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
ま
た
、
協
議
会
の
会
員
が
意
欲
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
参
加

し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

２
、
研
修
部 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
の
実
技

を
中
心
に
研
修
を
行
う
こ
と
と
す
る
。 

３
、
広
報
部 

年
２
〜
３
回
の
回
数
で
「
協
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
、
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に

登
録
し
て
い
る
大
阪
府
内
の
会
員
、
及
び
情

報
提
供
の
依
頼
の
あ
っ
た
会
員
に
対
し
て
送

付
す
る
。
協
議
会
と
し
て
活
動
報
告
も
含
め
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
の
情
報
も
報
告

で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

平
成
16
年
度
決
算
報
告 

 

平
成
17
年
度
予
算
案 

 

編

集

後

記 

平
成
17
年
度
の
広
報
の
目
標
は
、
大

阪
府
下
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
「
協
議
会

だ
よ
り
」
を
発
送
す
る
こ
と
で
す
。 

広
報
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
？
い
ち
ど
扉
を
叩

い
て
見
て
下
さ
い
。 

月
に
1
度
、
理
事
会
も
開
い
て
い
ま

す
。
是
非
、
参
加
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

と
少
し
、
宣
伝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

会
員
数
は
、
多
い
の
で
す
が
、
な
か

な
か
皆
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
こ
な

い
。 

い
ろ
い
ろ
な
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参

加
し
会
員
同
士
の
疎
通
を
計
り
し
ょ

う
。 

広
報
部
一
同   

 
 

 

 
 

 

第1回研修 

平成17年11月23日（水・祝） 

講師 
東京都障害者スポーツ指導者協議会副会長 

植 田 敏 郎 氏 
テーマ（仮題） 
「障害者スポーツ 

ボランティアのためのスキルアップ」 
～上手なスポーツボランティアの方法とは～ 
場所：大阪市長居障害者スポーツセンター 

第2回研修 

平成18年1月14日（土） 

講師 
NPO法人・大阪ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ協会 

医師・看護士・救命救急士等 
テーマ 
「救命救急の基礎知識」 
～救急車が到達するまでに 

何が出来るか～ 
場所：大阪府立介護実習・普及ｾﾝﾀｰ 

 

研修部より    詳細は別紙参照 

2005ジャパンパラリンピック 
陸上競技大会 

平成 17年 10月 22日(土) 
平成 17年 10月 23日(日) 

大阪市長居陸上競技場 

第 5回全国障害者スポーツ大会 
平成 17年 11月 5日(土)

～ 
平成 17年 11月 7日(月) 

岡山県陸上競技場 
（桃太郎スタジアム）他 

第16回日本身体障害者陸上競技
選手権大会車椅子マラソン 

平成 18年 1月 9日 
(祝・月) 

大阪市長居公園長距離走路 

 



 
 
 

ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ ク ス の 開 催 報 告 と 

知 的 障 害 者 の ス ポ ー ツ に つ い て 

講師   スペシャルオリンピックス日本 大阪事務局長 

兼 スペシャルオリンピックス日本 理事・執行委員 

井上 幹一 氏 

１． スペシャルオリンピックスとは 

・ スペシャルオリンピックスの使命 

スペシャルオリンピックスの使命は、年間を通し

様々なオリンピック競技種目に準じたスポーツの

トレーニングと競技会を、知的発達障害のある人た

ちに提供するものです。 

スペシャルオリンピックスは、体力の向上にはもち

ろんのこと、勇気を表現することや、楽しみを経験

するためにも、継続的な機会を提供します。 

 アスリートは、プログラムに参加することで、技

術や友情を、家族や地域の人々や他のアスリートと

いっしょに分かちあうことができると考えます。 

（スペシャルオリンピックスに参加している選手

達をアスリートと呼びます） 

・ スペシャルオリンピックスはどこで、誰がはじ

めたのですか？ 

1963年アメリカにて、ﾕﾆｽ・ｹﾈﾃﾞｨ・ｼｭﾗｲﾊﾞｰ婦人（故 

J.F.ｹﾈﾃﾞｨｰ大統領妹）が始めました。 

・ スペシャルオリンピックスは誰のために何をす

るのですか 

●対象者 

・アスリート（６歳以上の知的発達障害者）、ファ

ミリー、ボランティアすべてが参加者 

・メディカルチェック（健康診断）より活動効果を

あげるため 

●プログラムと競技会の提供 

・１競技の１プログラムは、１週間に１回程度で８

週間以上のトレーニング 

・１プログラムが終われば、競技会（競技ルールに

従って、みんながトレーニングの成果を認め合え

る場）を実施する 

●競技会 

・いろいろな競技会が設定されている。アスリート

の課題に応じて選択するが、すべての競技会が同

じレベルでの重要性をもっている。 

・ ディビジョニングとは何ですか？ 

性別、年齢、競技能力レベル（１０%のガイドライ

ン）により、３名から８名のグループにて競技をす

る。 

表彰・・・ディビジョニングのための競技や演技（予

選）の後、決勝を行い、１位から３位までにはメダ

ルを４位以下のアスリートにはリボンが授与され

る。 

・ 宣誓 

“Let me win, but if I cannot win, let me be brave 
in the attempt! “ 
「わたしたちは、勝利を目指して競技します。たと

え、勝たなくとも勇気をだしてがんばります。」 

・ オネスト・エフォートルール 

スペシャルオリンピックス競技規則の基本的精神

です。つねにアスリートが全力で取り組めるように

コーチはサポートします。このルールに違反するよ

うなことがあると、失格になる場合があります。 

・ スペシャルオリンピックスには、どんなスポー

ツ競技があるのですか？ 

スペシャルオリンピックスでは、アスリートの健

康、安全、またはスペシャルオリンピックスの哲学

的理由から禁止しているスポーツもあります。それ

らのスポーツをトレーニング、イベント等で提供す

ることも禁じています。 

競技会（発表会） 

競技別競技会・・・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが終わったとき

の競技会 

地区合同競技会・・・いくつかの競技が集まってす

る競技会 

おじゃまします        クラブ紹介 

お よ ご う 会 

    ほんわか・ほんわかで 
およごう会会長・西原成幸氏 

 

昭和50年5月、第1回水泳教室の卒業生の集まりで立ち上げ「およごう会」とし、

当初8名だった人数も今は50名を越すクラブとなった。 

クラブができた頃は、障害者スポーツがまだまだ活発ではなかったため、センタ

ーの中ではほとんどの人たちがおよごう会のメンバーだった。といっても過言では

ない。その頃のクラブは卓友会、車椅子バスケットボール、アーチェリー、およご

う会と少なかったように思う。 

夏は海で1泊、忘年会、各種大会、近畿大会、日本選手権、ジャパンパラリンピ

ック大会などに出場参加。大会のひとつに野尻湖の大会があり、昭和2年から始ま

っている大会である。 

この大会に 10年続けて参加した。１０kmを５時間かけ泳ぐので疲れるが大変おも

しろい。 

現在、練習は2200m～2500mは泳いでいる。 

当初は、初心者指導もしていたが、現在はスピード練習に変わってきた。 

「泳ぎをより早く、より長く、泳ぎを通じてユニークな仲間作り」で、ほんわか、

ほんわかでやっています。 
 

２００５

大
阪
市
ふ
れ
あ
い
水
泳
大

会 

平
成
17
年
９
月
23
日(

祝
・
金)

 

大
阪
市
舞
洲
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

 

目
的 

本
大
会
は
、
障
害
者(

児)

が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
示
す
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意

欲
と
自
身
を
養
う
と
と
も
に
、
友
好
と
親
睦
を

図
り
、
ま
た
、
健
康
の
維
持
増
進
、
体
力
の
向

上
や
社
会
参
加
の
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す 

右
記
に
掲
げ
ら
れ
た
通
り
、
就
学
前
か
ら
18

歳
以
上
の
選
手
達
は
、
タ
イ
ム
レ
ー
ス
に
ふ
さ

わ
し
く
力
一
杯
競
い
合
い
ま
し
た
。 

種
目
別
、
年
齢
区
分
別
に
1
位
〜
3
位
に

メ
ダ
ル
、
入
賞
以
外
の
選
手
に
敢
闘
メ
ダ
ル
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

選
手
の
顔
に
は
、
達
成
感
が
あ
ふ
れ
、
笑
顔

も
素
敵
で
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
頂
き
ま
し

た
。 

思
っ
た
よ
う
に
記
録
が
の
び
な
か
っ
た
選
手



 
ナショナルゲーム・・・全国大会（夏、冬４年毎

に開催） 

リージョン大会・・・アジアパシフィック内での

大会 

ワールドゲーム・・・世界大会（夏、冬４年毎に

開催） 

夏季公式スポーツ競技 

＊水泳 ＊サッカー ＊テニス ＊陸上 ＊体操 

＊バレーボール ＊バスケットボール ＊ゴルフ 

＊ボウリング  ソフトボール 乗馬 自転車 

ローラースケート 

冬季公式スポーツ競技 

＊アルペンスキー ＊スピードスケート ＊フィ

ギュアスケート ＊クロスカントリースキー ＊

フロアホッケー ＊スノーシューイング ＊スノ

ーボード 

公開スポーツ競技 

＊バトミントン ＊卓球 ＊ボッチャ 

パワーリフティング ハンドボール ヨット 

・ ユニファイドスポーツ 

ユニフライド・スポーツは、知的発達障害のある

人とない人が共に参加する競技形式であり、SO独

自のものです。ルール等現在も改善が進んでいま

す。 

・ ﾓｰﾀｰｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｰﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（MATP） 

重複障害のあるアスリートに対してのプログラム 

・ スペシャルオリンピックスの効果は？ 

●参加者の自尊心の育成 

●体力向上、運動機能向上、心肺機能向上、持久

力向上 

●社会的自身、社会との交流、家族の活動と旅行、

家族のプライド 

●地域の理解と参加→社会の変革へ 

２．「スペシャルオリンピックス冬季世界大

会・長野」に関わって 

●５００万人トーチラン活動 

２００４年９月より全国各地で開催した。SO組織

の未設置県においても実施され、全国４７都道

府県すべてにてSOの活動認知が広がった。今後、

組織拡大の足がかりとなった。 

●大会開催 

実施期間   ２００５年２月２６日～３月５日 

３．知的発達障害のある人との活動において 

●共に生きるとは 

・ 人と人、人と環境等自分以外のものとの関係

の中で、人間となっていく一定した価値観の

育成が必要 

・ 少しの気づかいで、共に同じ社会で生きるこ

とができる 

・ 個性、特性を認め、生きていることを認めあ

う！ 

●具体的には、どうしましょうか？ 

・ 挨拶「○○さん こんにちは！」から始めよ

う 

・ 一緒に動いて、まねをしてみませんか 

・ いろんなことばかけを！きれいな日本語をた

くさん・・・！ 

●選択の機会を 

・ 周りからの指示で行動することが多かった生

活を、自己意志・自己表現ができるようにし

ましょう。自己責任があることも忘れず伝え

ましょう。 

●自傷、他傷行動について 

・ コミュニケーション手段です。なぜそのよう

な行動をしているのか、考えてください。 

受け入れられない行動は、ダメだしをしまし

ょう。体罰や怒鳴りではなく、冷静に受け入

れられないことを伝えましょう 

●多動について 

・ 探索行動は誰にでもあります。しばらく、様

子を見て付き合って見てください。無理に活

動の輪に入れようとするのではなく、徐々に

楽しい活動への誘い込みをして下さい。 

●手をかけすぎず、目と心は十分に！ 

・ 一人ひとりにおいて援助の度合いは違いま

す。手をかけ過ぎることが、アスリートの生

活を狭くすることがあります。また、援助の

度合いが低くてもいいと思われるアスリート

においては、援助が必要なときに求めてこな

いこともあります。すべてのアスリートに対

して、物理的に離れていても目と心はきっち

り対応しておいてください。 

●いい見本であって下さい 

ボウリング 

平成17年5月29日（日） 

水泳 

平成17年6月5日（日） 

初めて参加した選手もいた。緊

張していたが、レースが始まる

と練習の成果を発揮していた。 

障害者がスポーツを通じ、体力の維持、増強と能力の向上を図るとともに、積極性と強調性をつちかい、

自立と社会参加の促進に寄与することを目的に各種スポーツ競技会を開催する。あわせて平成17年11

月5日～7日に岡山県で開催予定の「第5回全国障害者スポーツ大会」に出場する選手の選考及び育成

を目的とする。 

全国障害者スポーツ大会 

目 的 

障害のある選手が、障害者スポーツの全国的な祭典であるこの大会に参加し、競技等を通じ、

スポーツの楽しさを体験するとともに、国民の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加

の推進に寄与することを目的とする。 

※全国障害者スポーツ大会競技規則にしたがって行わなければならない。 

5月に行われたスポーツ大会において、府・市の代表選手が決まりました。 

幾度かの経験をもつ選手、初参加の選手とそれぞれが胸をときめかせ11月の全国大会に向

けて練習をしています。個人競技・団体競技ともに大阪府、大阪市の選手達には頑張って

欲しいものです。 

次号の「協議会だより」で、報告させて頂きます。 

 

フ ァ イ ト ！ 大 阪 



 
 
 

第5回障害者スポーツ大会 
 

第5回障害者スポーツ大会は、平成17年5月 15日（日）から始まり、運動日和の快

晴でスタートした。汗を流し記録に挑戦し、全国大会を目標に頑張っている。 

 

陸上競技 

フライングディスク 

平成17年5月15日(日) 

卓球・アーチェリー 

平成17年5月22日(日) 

選手宣誓 開会式 

障害急歩 

「走れない人」を対

象に設定されたもの

で、機能回復訓練の

ために使用する器具

を障害物とする種目 

※競技者はそれぞれ

の障害物を次の規則

に従って通過しなけ

ればならない。 

１．幅の障害物は 2

つの障害板に身体が

ふれないように通過

する。 

２．高さの障害物は、

身体や補装具のいか

なる部分も障害物に

触れることなく、か

または脚が障害物の外側にはみ出さないように

通過する。 

３．潜りの障害物は身体の補装具のいかなる部分

も障害物に触れることなく通過する。 

４．階段の障害物は足(靴)や補装具以外、身体の

いかなる部分も障害物に触れることなく、各階段

に足（靴）をつけて1段ずつ昇降する。 

 

スラローム 

１． 前進で旗門を通過するとは、座位姿勢で胸腹部が向いて

いる方で、旗門を通過することをいう。 

２． 旗門を通過する前に回転することがあるので、前方にあ

る車輪２つが旗門を完全に通過してから回転しなければなら

ない。 

３． 時速４．５㎞と時速６．０km以下の電動車椅子、および

車椅子の使用者(障害区分１６、１７)は、それぞれ組を別に

視覚障害者部門６０m競走 

ﾌｨﾆｯｼｭﾗｲﾝの後方から、競技役員が

音源および声によって競技者を誘

導するものとし、音源はﾊﾝﾄﾞﾏｲｸ

に収納した音源またはそれに類似

するものとする。 

アキュラシー競技 

１． プレーヤーは10回連続して試技するものとする。 

２． スローイングの方法は自由とする。 

３． 補装具も含め、競技上有利となる用具の使用は認

めない。 

４． プレーヤーが視覚障害者の場合、競技役員がアキ

ュラシーゴール後方 3mの距離から音源で知らせるこ

とができる。 

５． 試技の時間は、プレーヤーが1投目のディスクを

受け取ってから5分とする。5分をこえた試技は無効

とする。 

サウンドテーブルテニ

5月22日は、天候が

悪く屋外で行って

いたアーチェリー

の選手は大変でし

た。 


